
あま市支えあい情報 ～生活支援コーディネーターだより～

8

親子の居場所として長く続けられている活動です。年齢
差を超えた子ども同士のつながりができ、普段経験でき
ないことを経験できる場となっています。大人が地域で
子どもを見守り育てる場になっている点がすてきです。

すて
きポイント!

みなさまの身近にある、支えあい・助けあい活動（地域のお宝）を生活支援
コーディネーターに教えてください！後日、取材をさせていただきます。
� 【問合せ】 本所 介護支援課 地域包括支援センター　☎４４３－４２９１

コミュニティプラザ萱津にて地域の親子を対象とした集
まりが開催されています。平成 21年に大橋さんが「尾張
家庭児童相談室」を始められ、その後親子の居場所を作り
たいという思いから同じ会場で「元気な子集まれ」という
名称のもと月１回活動することになりました。
この日は２歳から中学２年生までの親子が参加し、けん
玉作りを楽しんだ後、紙芝居の読み聞かせが行われました。
「小学生の時からずっと来てくれている子もいる。小学校
に入学した子も上級生とつながるきっかけとなっている」
といった声が聞かれました。

中萱津地域

元気な子集まれ

地域のお宝紹介 地域のお宝紹介 
～あま市で見つけたつながり・支えあい活動～～あま市で見つけたつながり・支えあい活動～

暮らしの中にある自然な
支えあいを「地域のお宝」
として、紹介するね！

20年以上かけ、地域でできることを皆で考え更新し、
それをまた地域住民に広げていく仕組みを確立され
ており、素晴らしいと感じました。参加者は会を通して
自分事としてとらえることができすてきです。

すて
きポイント!

川部地区では年５回、総合防災訓練を含めた自主防災会活動を
行っています。今回は第１回目のグループワークに参加させていた
だきました。
前半は、役員からこれまでの川部地区の防災活動についての報告
や説明があり、後半は各自治会ごとに分かれて地図を使い、避難時
の安否確認方法や避難経路を話しあっていました。最後にグループ
ごとに出た意見を発表し、後日その内容を地区内に回覧して周知す
るとのことでした。参加した男性からは「現役時代には参加したこ
とがなく初めて参加した。こういう機会に参加することが大切だと
感じた」といった声が聞かれました。

川部地区自主防災会活動
「面倒だな」「大変そ
うだな」と思っている
人にこそ参加してほし
い。
日ごろから隣組の付き
合いが大事。声をか
けあっていきましょう。

今後も地域の
親子の居場所
として活動を
続けていきた
いです。

自主防災会
会長の声

正善寺のお上人
大橋円昭さん

川部地域
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